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人口5，778人（＋2）

　男　2，759人（±0）

　女3，019人（＋2）

世帯数1，732戸（＋51
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華置ちる掘人たちの舞い

平成5年

3

　2月7日．町総合文化センタ　では今年15回目を迎えた．

東郷町婦人祭が行なわれました。

　午前中は会員による生活研究発表や講演＼午後からは各地
区ごとの芸能発表が行なわれ、会場は大へんな盛り」二がりを

見せていました。

うらうらと 照れる光にけぶ’，あひて

ロ芙きしつもれる山ざくら花

式　水
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（3）平成5年3月号 町　報　 と　う　こ　う

500円の掛金で最由100万円の見舞金

町村交通災害共済
家族そろって加入しましょう〃

交通災害とは

★国内で自動車・航空機・船舶・汽車・パス・電車・自転車など

　に棄っていて衡凹したり、転落、転ぶくした事故、又はこれら

の乗物にはねられたり、ひかれた場合です。

加入できる万は

★町村に住民登録又は外国人登録をしている方は、年令に関係な

く誰でも加入できます。また就学（学生）のため一時的に転出

　している方も加入できます。

災害見舞金の請求方法は

★加入申込者は請求書に次の書類を添えて役場へ提出レて下さい。

鴎加入者証
（2　自動車安全運転センター等の発行する交通事故証明書

：3：：医師の診断書、又は死体検案書

凶　死亡の場合は戸籍搭本、総代者選圧届書（災害見舞金を受

　　けることができる同順位の遺族がないときは添付を要しなの

〔5〕印　鑑（必要な場合がありますのでご持参ください）

共済掛金は

請求書、その他関係用紙は

役場にあります。

縞5

馬　●

　　　　　　　　　　　　久・

災害見舞金の請求期限は

。

、

★』年ごと［こ加入者1人につき500円です。〔P途加入者〔こついて

も同額です。納められた掛金は、原則として返還しまぜん。

加入申込み方法は

　む

凋

★配布された加入申込書に加入者名を連記し、／人当り500円の

掛金⇒を添えて提出してください。

共済期間は

★事故発生日から2年以内です。

（2年以上経ってから請求されると、見舞金はお支払いいたし

　ません）

災害見舞金は

★笛年4月り日から翌年3月31日までです。ただし、4目1ヨ以

降に加入される方は、役場で受理した日の翌日から3目31日ま

でです。

★8等紐を11等級に改正

平成5年4弄り臼より見舞金の等級枠を拡大しました。

（別表）

申込み期間は

★加入申込みは、2月1Elか

ら3月31E〕までです。

o

　璽’

μ
∵
Ω

／

等級 災　　害　　の　　程　　度 見舞金額

つ 死亡の場合 ／00万再

2 自動車損害賠償俣障法兎行今動表第／級各号に鍔げる甥書 80万零

3 医王の治療実Ei数180E以よ：の傷害を受2ナた場合 ／8万円

4 医罰の治療実El数月51D巳以上180日夫満の傷署を受けた参合 ／5万円

5 医師の治療実Ei数閥22りE以上151⊃∈］天満の傷書を受けた霧合 ／2万「∋

6 医舖の治療実ヨ数90Ei以上12⊃ヨ天満の傷害を受けた場合　　　　8万円

7 医舖の治療実回数61：1日以上9こ：ヨ天満の瘍害を受．フた場合 5万円

8 医師の治療実ヨ数31⊃ヨ以上60ヨ未満の傷害を受フた場合 3万零

9 医鋭の治療実画数7日ツ上30ヨ夫満の蕩書を受ブだ場合 2万零

10 医聖の治療実ヨ薮91：1日叙上○傷善で事故…三巽。な1、房合 3万再

11 垂望2宕察実三薮7≡ムニ∋こ≡天萎。瘍善で事甕三≒2き．霧全 ／万零

この交通災害共済は、町村が組織した特別地方
公共団体で取扱っている制度です。

◎わからないことやくわしいことは、役場総務課にお尋ねください。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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　　　　坪谷路を568名が快走4

第73回牧水下

位
　
甲
斐
健
太
郎
（
寺

）
1
1
分
2
2
秒
、
二
位

田
雄
大
（
日
向
市
）
1
1
分

秒
、
三
位
　
茂
谷
龍
馬
（

市
）
1
1
分
3
5
秒

ドレ ス大会

O
個
人
の
部

一
位
菊
谷
裕
（
越
表
）
1
秒
差
、
二

位
　
佐
藤
勇
樹
（
鶴
野
内
）
4
秒
差

三
位
　
石
田
豊
（
日
向
市
）
1
1
秒
差

O
親
子
の
部

一
位
　
新
本
真
人
・
祐
希
・
し
の
ぶ

〈
大
会
成
績
〉

フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
　
　
　
（
宣
言
タ
イ
ム
走
）

（
鶴
野
内
）
1
4
秒
差
、
二
位
　
田
口

峰
男
・
由
佳
（
小
野
田
）
2
2
秒
差
、

三
位
　
村
中
栄
一
・
美
保
（
日
向
市
）

23

b
差

【
小
学
3
・
4
年
生
3
キ
ロ
女
子
】

一
位
甲
斐
祥
子
（
西
郷
村
）
1
3
分

18

b
、
二
位
　
黒
木
智
美
（
西
郷
村
）

13

ｪ
4
7
秒
、
三
位
　
小
川
典
子
（
鶴

野
内
）
1
4
分
5
秒

【
小
学
3
・
4
年
生
3
キ
ロ
男
子
】

一
位
　
福
永
真
吾
（
日
向
市
）
1
1
分

47

b
、
二
位
　
堀
内
辰
哉
（
都
農
町
）

12

ｪ
1
5
秒
、
三
位
　
高
山
広
基
（
都

農
町
）
1
2
分
1
6
秒

【
小
学
5
・
6
年
生
3
キ
ロ
女
子
】

一
位
尾
崎
絵
里
香
（
都
農
町
）
1
2

分
5
秒
、
二
位
　
堀
内
亜
紀
（
都
農

町
）
1
2
分
5
4
秒
、
三
位
　
杉
本
英
子

（
西
郷
村
）
1
2
分
5
5
秒

【
小
学
5
・
6
年
生
3
キ
ロ
男
　
＼

スターターとして、参加して

いただいた旭化成の大崎選手

　
第
十
三
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
二
月
十
四
日
、
牧
水
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
外
か
ら
五
百
六
十
八
名
の
参
加
者
が
あ
り
例
年
に
な
い
も
り

あ
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
旭
化
成
の
大
崎
栄
選
手
が
レ
ー
ス
を
見
に

来
場
し
、
選
手
を
激
励
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
青
年
団
の
作
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
、
婦
人
会
の
作
っ
た
ぶ
た
汁

が
配
ら
れ
、
レ
ー
ス
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
舌
つ
つ
み
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。
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女
子
3
キ
ロ
4
9
歳
以
下
】

阯
　
志
岐
智
子
（
日
向
市
）
1
5
分

目、

�
ﾊ
　
塩
月
英
子
（
二
瀬
）

〃
3
1
秒
、
三
位
　
平
田
純
子
（
日

甲）

P
6
．
分
1
0
秒

般
女
子
3
キ
ロ
5
0
歳
以
上
】

臥
　
川
崎
サ
ダ
子
（
延
岡
市
）
1
4

W
秒
、
二
位
　
福
田
ヨ
シ
子
（
小

…）

P5

ｪ
3
9
秒
、
三
位
　
栗
須
キ

占
（
野
尻
町
）
1
8
分
2
0
秒

般
男
子
5
キ
ロ
2
9
歳
以
下
】

阯
　
寺
崎
通
洋
（
延
岡
市
）
1
7
分

【　

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
4
9
歳
以
下
】

一
位
　
橋
本
至
弘
（
門
川
町
）
1
6
分

10

b
、
二
位
　
佐
藤
政
広
（
日
向
市
）

16

ｪ
4
1
秒
、
三
位
　
田
中
和
広
（
南

郷
村
）
1
6
分
4
1
秒

＝
般
男
子
5
キ
ロ
5
0
歳
以
上
】

一
位
　
斉
藤
和
洋
（
小
林
市
）
1
7
分

23

b
、
二
位
　
栗
須
信
利
（
野
尻
町
）

17

ｪ
5
0
秒
、
三
位
　
柳
田
眞
ハ
（
延
岡

市
）
2
0
分
2
6
秒

＝
般
女
子
5
キ
ロ
】

一
位
　
田
村
さ
ゆ
り
（
延
岡
市
）
1
8

分
2
秒
、
二
位
　
三
浦
明
美
（
日
向

市
）
1
8
分
5
0
秒
、
三
位
　
吉
田
明
世

（
日
向
市
）
1
9
分
3
3
秒

【一

ﾊ
男
子
1
0
キ
ロ
】

一
位
　
安
藤
和
行
（
門
川
町
）
3
4
分

19

b
、
二
位
　
松
田
義
彦
（
日
向
市
）

35

ｪ
5
5
秒
、
三
位
　
井
伊
史
彦
（
坪

谷
）
3
6
分
4
2
秒

コ
学
生
3
キ
ロ
女
子
】

位
　
黒
木
瞳
（
日
向
市
）
1
1
分
4
2

、
二
位
　
三
浦
亜
里
沙
（
日
向
市
）

分
5
4
秒
、
三
位
　
戸
越
さ
お
り
（

岡
市
）
1
1
分
5
6
秒

－
学
生
5
キ
ロ
男
子
】

位
　
廣
島
祐
輔
（
延
岡
市
）
1
5
分

秒
、
二
位
　
渡
部
正
樹
（
延
岡
市
）

分
5
6
秒
、
三
位
　
片
下
部
督
（
延

市
）
1
6
分
2
8
秒

般
女
子
3
キ
ロ
2
9
歳
以
下
】

位
　
三
井
陽
子
（
日
向
市
）
1
1
分

糠・
マ
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★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉



平成5年3月号（4＞つ、
つ町報と

薄
鴫
蘇
㌔
雑
霧

識糠

�
拷
T
擁
一
騰
縷
灘
欝
欝

【
東
郷
小
学
校
】

　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
保
護
者
名

橋
口
か
お
り
（
喜
一
郎
）
、
畝
原
隆
（

芳
一
）
、
畝
原
京
子
（
昭
彦
）
、
那
須
洋

人
（
末
吉
）
、
井
川
力
也
（
幸
雄
）
、
小

林
翔
太
（
幸
則
）
、
黒
木
晴
香
（
正
）
、

谷
口
公
穂
（
洋
一
）
、
神
部
勇
人
（
治

喜
）
、
工
藤
由
佳
（
和
彦
）
、
那
須
真

由
美
（
一
夫
）
、
本
多
隆
行
（
一
覧
）
、

清
水
梨
奈
（
義
一
）
、
上
田
歩
美
（
成

人
）
、
横
田
大
樹
（
浩
）
、
原
田
幸
輔
（

憲
二
）
、
寺
原
智
貴
（
節
生
）
、
福
田
奈

央
（
幸
一
）
、
山
田
恵
美
（
重
男
）
、
小

川
祥
子
（
澄
雄
）
、
松
尾
孝
廉
（
昇
）
、

黒
木
卓
也
（
美
喜
雄
V
、
黒
木
美
佳
（

】
美
）
、
甲
斐
学
（
重
光
）
、
寺
原
宏
美

（
洋
一
）
、
伊
東
哲
男
（
松
実
）
、
沖
田

和
也
（
朝
男
）
、
矢
野
華
織
（
陸
男
）
、

田
原
雅
之
（
一
義
）
、
鈴
木
め
ぐ
み
（

義
信
）
、
黒
田
梨
佳
（
清
一
）
、
稲
田
ゆ

か
り
（
喜
市
）
、
海
野
恵
李
（
茂
実
）
、

清
水
由
禾
具
邦
彦
）
、
寺
原
奈
々
美
（

修
二
）
、
井
本
正
美
（
照
美
）
、
中
村
知

己
（
政
司
）
、
黒
木
博
子
（
和
美
）
、
伊

東
貴
明
（
真
喜
夫
）
、
矢
野
双
樹
（
英

文
）
、
三
浦
明
夏
（
元
生
）
、
高
見
祐
一

（
武
弘
）

【
福
瀬
小
学
校
】

直
野
切
回
（
雄
二
）
、
直
野
美
咲
（
夏

美
）
、
直
野
源
（
利
美
）
、
矢
野
高
大
（

博
）
、
田
中
隆
彦
（
敏
幸
）
、
岡
田
芙
未

子
（
清
）
、
平
野
隆
義
（
浩
二
V
、
海
野

利
恵
（
喜
久
男
V
、
谷
口
み
ど
り
（
繁

幸
）

【
坪
谷
小
学
校
】

岡
村
真
希
（
賢
一
）
、
黒
田
一
恵
（
一

喜
）
、
山
口
篤
史
（
清
光
）
、
田
口
千
沙

恵
（
幸
人
）
、
福
井
和
樹
（
初
代
V
、
矢

野
玲
佳
（
等
）
、
稲
田
麻
美
（
政
志
）

【
下
表
小
学
校
】

佐
藤
桂
大
（
欣
一
）

【
函
迫
小
学
校
】

（
東
郷
町
）
植
野
恵
（
浩
人
）
、
田
代
和

貴
（
典
夫
）
、
橋
口
亜
紀
子
（
良
｝
）
、

渡
辺
志
津
香
（
光
志
）
、
高
瀬
大
幸
（

久
光
）
、
黒
木
勇
武
（
和
彦
）
、
山
本
優

也
（
憲
昭
）
、
近
藤
啓
樹
（
剛
史
）
、
長

池
将
志
（
正
子
）
、
樋
口
可
那
子
（
雅

一）

（
日
向
市
）
新
名
辰
也
（
昭
仁
）
、
橋
口

真
由
美
（
久
美
V
、
橋
口
恵
（
正
弘
）
、

橋
口
利
砂
（
英
樹
）
、
吉
村
淳
（
博
）
、

河
野
大
輔
（
勝
）
、
河
埜
吉
幸
（
吉
治
）

黒
木
聖
也
（
三
喜
雄
）
、
東
由
佳
（
秀

三
）

【
美
々
津
小
学
校
田
ノ
原
分
校
】

安
藤
拓
磨
（
政
廣
）
、
福
島
み
ど
り
（

陽
子
）
、
山
本
健
太
（
力
）

切r認★☆★☆

台命りりン突
が綱す’ト時
想でる車ガの
話すの外ラ衝
撃がをにス撃
上’防放にで
に衝ぐりぶ身
大突’出つ体
き時大さかが

口
揖
㎞
で
固
定
壁
に
衝
突
・
た
・

凋
・
の
纂
は
何
・
か
ら
吻
落

卜
①
・
。
m

診
②

☆★☆★≦〃ロ

0
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
衝

突
時
の
衝
撃
で
身
体
が
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
た

り
、
車
外
に
放
り
出
さ
れ
た

り
す
る
の
を
防
ぐ
、
大
切
な

命
綱
で
す
が
、
衝
突
時
の
衝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
こ

と
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
時
速
4
0

㎞
で
衝
突
し
た
と
き
の
衝
撃

は
高
さ
6
m
か
ら
の
落
下
に

等
し
く
、
時
速
6
0
㎞
で
は
高

さ
1
4
m
、
時
速
8
0
㎞
で
は
高

さ
2
5
m
と
い
う
よ
う
に
、
ス

ピ
ー
ド
が
増
加
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
受
け
る
衝
撃
も
飛
躍

的
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
問
題
で
す
。
時
速
㎜

下
に
等
し
い
で
し
ょ
う
カ
。

　
　
　
　
②
3
0
m
　
③
4
0
m

　
　
自
動
車
乗
車
中
の
事
故

死
者
の
う
ち
約
八
割
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
で
、
そ

の
多
く
は
若
者
が
占
め
て
い

ま
す
。
平
成
4
年
1
1
月
末
現

在
に
お
け
る
自
動
車
乗
車
中

事
故
死
者
の
年
齢
層
別
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
で
は
問
題
で
す
。
平
成
4
年
1
1
月

末
現
在
に
お
け
る
自
動
車
乗
車
中
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
交
通
事
故
死

者
総
数
の
う
ち
1
6
～
2
4
歳
の
若
者
は

約
何
割
を
占
め
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

①
2
項
目
4
割
③
6
割

☆
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な
抽

選
に
よ
り
次
の
賞
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。　

賞
品

【
A
コ
ー
ス
】

電
子
ブ
ッ
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

【
B
コ
ー
ス
】

マ
ル
チ
「
τ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー

【
c
コ
ー
ス
】

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

。
応
募
方
法

20

ｼ

20

ｼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
名

　
　
　
　
　
官
製
は
が
き
に
、
希

望
の
賞
品
コ
ー
ス
名
、
ク
イ
ズ
答
、
あ

な
た
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え

　
〒
燭
東
京
都
港
区
西
麻
布

　
　
　
　
　
　
　
　
3
1
2
4
1
2
0

（
財
）
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協

会
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ク
イ
ズ
」
F
係

ま
で
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

O
応
募
締
切
　
平
成
5
年
4
月
1
5
日

（
木
）
〔
当
日
消
印
有
効
〕

※
当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

つ つ田丁 報　　と⑤平成5年3月号

応
援
砦
お
願
い
し
ま
す
’

　　

@　

@
東
郷
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

跨
　　

@　

@　

@　

@
全
国
大
会
ヘ
ス
マ
ッ
シ
ュ

　
昨
年
の
1
2
月
1
3
日
に
行
な
わ
れ
た

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
県
予
戦
で
、
東
郷
中
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
団
体
優
勝

を
果
し
ま
し
た
．
．
そ
の
結
果
、
3
月

28

冝
`
3
月
3
0
日
に
行
な
わ
れ
る
全

国
大
会
（
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
）

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

蚤
　
　
畳
　
　
渠
　
　
帯
　
　
蚤
　
　
丑
　
　
希
　
　
憂
　
　
禦
　
　
棄
　
　
景
　
　
牽
　
　
豪
　
　
斎
　
　
膏

　
部
で
は
全
国
大
会
に
向
か
っ
て
毎

日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
〃
”

選監
手督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚤
　
　
暴
　
　
巣
　
　
蚤

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
2
、
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡

　
牧
水
は
大
正
十
一
年
（
三
七
歳
）

の
三
月
末
よ
り
四
月
初
め
に
か
け
て

静
岡
県
の
伊
豆
湯
が
島
温
泉
に
滞
在

し
、
山
桜
の
歌
を
多
数
作
り
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
は
そ
の
中
の
一
首
で
、
第

卜
四
歌
集
『
山
桜
の
歌
』
に
収
め
て

あ
り
ま
す
。

　
牧
水
は
「
私
は
山
桜
の
花
を
好
む
。

す
べ
て
の
花
の
う
ち
、
最
も
こ
れ
を

愛
す
る
、
」
と
言
っ
て
お
り
、
少
年
時

代
か
ら
花
の
中
で
は
特
に
山
桜
が
好

き
だ
っ
た
よ
う
で
、
初
期
の
歌
集
に

も
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
く
に
、
こ
の
年
、
湯
が
島
温
泉
に

滞
在
し
た
時
は
、
ち
ょ
う
ど
山
や
谷

に
群
生
し
て
い
る
山
桜
の
盛
り
で
、

　
　
め
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ひ
　
　
　
ニ
ド
ド

甲
斐
康
元
・
コ
ー
チ
甲
斐
善
広

　
　
た
だ
あ
き
　
　
　
　
よ
う
い
ち

山
川
祥
昭
・
塩
月
陽
一

　
　
　
さ
と
し
　
　
　
　
か
ず
ひ
ろ

岩
見
　
哲
・
黒
木
一
央

　
　
し
げ
み
つ
　
　
　
　
ま
さ
ひ
と

那
須
重
光
・
新
名
政
仁

景
　
　
帯
　
　
寮
　
　
　
崇
　
　
　
斎
　
　
　
憂
　
　
繁
　
　
帯
　
　
　
蚤
　
　
f
　
　
景
　
．
‡

　
　
め
レ
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
し
れ
し
　
ゆ
つ
が

甲
斐
　
太
・
那
須
信
文

　　毯」」睡」8澗囲」一熱証磁

姦茎

邊
　
邦
　
彦

そ
れ
に
出
あ
っ
た
牧
水
は
と

て
も
感
動
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
時
、
一
連
二
三

首
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

山
桜
の
歌
は
牧
水
後
期
の
自
然
詠

の
代
表
作
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
は
大
正
九
年
2
九
二
C
）

八
月
、
東
京
か
ら
沼
津
の
郊
外
上
香

貫
に
移
り
住
み
、
以
前
か
ら
願
っ
て

い
た
田
園
生
活
に
入
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
山
桜
の
花
が
咲
く
時
期

に
、
幾
度
か
こ
の
湯
が
島
を
訪
ね
て

い
ま
す
、

　
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
山

桜
は
咲
い
た
か
と
思
う
と
す
ぐ
散
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

1
占
〒
　
　
喜
T
　
I
算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闇～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lρ～　　　　　　　　　　　　　　　　　一A．　　　　　　　　　　　　　　　　一A　　　　　　　　　　　　　　　一r　　　　　　　　　　　　　　●一一「　　　　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　晶駈一．ρ　　　　　　　　　　’開㌦’　　　　　　　　　r．L．　　　　　　　　　A．　　　　　　　　A　　　　　　一　　　　　　一　　　　～　　　4M　　　’一　＿〔
馳“．r，「．’一

動
勃
②
㊨
萄

有
限
会
社

　　

@　

R
田
建
設

東
郷
町
大
字
山
陰
乙
」
一
七
七

含
⑲
一
2
1
9
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ネ
セ
ニ
　
ア

代
表
取
締
役
社
長
　
山
田
緑
般

」
、
｝
冗

　
　
一
瞳

　
こ
の
清
楚
で
淡
白
な
山
桜
の
花
が
、

春
の
光
を
あ
び
、
静
か
に
、
あ
ざ
や

か
に
咲
き
満
ち
て
い
る
情
景
に
牧
水

は
魅
せ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
牧
水
生
誕
百
年
（
昭
和
六

（）

N
）
を
記
念
し
て
、
町
役
場
前
に

建
立
さ
れ
た
歌
碑
の
う
た

筑
う
す
紅
に
葉
は
い
ち
は
や
く
萌
え

　
　
　
い
で
て

　
　
咲
か
む
と
す
な
り
山
ざ
く
ら
花

も
、
こ
の
〒
連
の
作
の
一
首
で
あ
り

ま
す
、

n
o
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
二
十
五
年
五
月
に
山
田
組
を

　
設
立
し
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
六

年
十
二
月
社
名
変
更
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

O
現
在
の
従
業
員
数
は
？

…　男
十
名
・
女
三
名
の
二
十

へ
　
三
名
で
す
。

ハ｛
O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

一　

ｯ
公
庁
を
主
体
と
し
た
、

…
】
般
土
木
婁
で
す
・
●

V
O
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
・

マ
事
・
施
工
完
成
す
・
事

…
　
は
、
商
品
を
作
っ
て
売
る

一
　
の
と
同
じ
で
、
い
つ
も
早

…
熱
鎚
漉

札

！
に
し
て
い
ま
す
、
．

⑳
　
…

。
仕
事
以
外
で
何
か
楽
し
い
話
題
湛

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
年
一
、
二
度
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
…

・
の
曳
、
、
磯
遊
び
を
三
、
従
業
…

　
員
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

口瓶「■■9

、
」
ξ
！鋤

軍
留

　　　一　　調…★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係㊥2111（14）まで〉



」F成5年3月号　6、
つ

こ“、
つ

田丁 報　　と

今
年
は
4
位
に
入
賞

　　　　　　　　　　て＼　穣仁人、
　　　　　　　　　　　　編、やれト1’

　　　新しくなった保育園で

鬼は’一歩ノ　福は～内〃

　
　
　
～
第
3
5
回
東
臼
杵
郡

　
　
　
　
　
　
青
年
駅
伝
大
会
～

　
】
月
二
十
四
日
（
日
）
、
南
郷
村
役
場
を

ス
タ
ー
ト
に
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
十
区
間
四
こ
・
九
㎞
で
、
郡

内
北
郷
村
を
除
く
九
町
村
が
出
場
し
健
脚

を
競
い
ま
し
た
，

　
本
町
の
青
年
団
は
昨
年
よ
り
一
つ
順
位

を
ヒ
．
げ
四
位
に
入
賞
し
ま
し
た
、

　今年1月に完成したばかりの鶴野内保育園では、2

月3日困節分の日、園児たちが鬼の面をつけ一口は～

外、福は～内」と、元気よく豆まきをしました。

　施設が一回り大きくなったせいか、いままでにまし

てのはしゃぎようで、鬼はとても入れそうにありませ

んでした．

立志
　　　　　　　　東郷中学校2年生

　2月4日内、東郷中学校では立志式が行なわれま
した。

　同校での立志式は毎年立春に行なわれているもの

で、今年で13回目を迎えました，

　この立志式は中学2年生を対象に行なわれるもの

で、今年は男子37名、女子27名、計64名が立志を迎

え、それぞれ・j・人から大人への出発点として、厳粛

な気持ちで志を立てていました．

あ
な
た
の
舞

　　

@　

@　

@
守
り
ま
す

　
町
消
防
団
で
は
、
こ
の
冬
も
前
期

　
と
後
期
に
分
け
て
夜
警
を
実
施
し

　
ま
し
た
。
ま
た
二
月
五
日
に
は
町

　
と
消
防
団
の
幹
部
が
町
内
の
全
詰
所

　
を
巡
視
し
、
ポ
ン
プ
の
点
検
や
詰
所

　
の
点
検
を
行
な
い
ま
し
た
、
一

　
団
員
の
減
少
し
て
い
る
中
、
日
夜
活
動

　
を
続
け
る
消
防
団
1
1
一
町
民
の
皆
さ
ん

　
の
厚
い
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

夜警ご苦労さまです

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

つ、
つ町報との平成5年3月号

わ
詐

譲
．
、

　
　
　
ぬ
、
写
・

　
　
　
　
慶
／
．

融岬
．

●

眞
さ
ん
（
5
5
歳
）

　
現
在
延
岡
に
お
住
ま
い
で
、
酒
造

業
（
千
徳
酒
造
株
式
会
社
）
の
四
代

目
社
長
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

o
出
身
地

　
諸
塚
村
（
十
年
間
小
野
田
又
江

　
野
で
暮
す
）

o
生
年
月
日

　
昭
和
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日

O
現
在
の
住
所

　
延
岡
市
若
葉
町

O
家
族
　
妻
・
母
・
子
ど
も
五
人
の

　
　
　
内
三
人
の
現
在
六
人
家
族

こ
れ
か
ら
の

　
ふ
る
さ
と
東
郷
面
に

　
　
　
　
思
う
こ
と

　
美
し
い
山
・
川
の
自
然
を
い
つ
ま

で
も
残
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

枯
れ
し
か
と
見
ま
が
ひ
し
梅
枝
毎
に

　
ふ
く
ら
み
初
め
し
実
の
数
知
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
落
藤
延
世

　
汚
れ
た
川
を
清
流
に
戻
す
の
は
困

難
で
す
。
上
流
域
村
と
の
早
め
の
協

議
を
も
つ
の
も
考
え
て
み
て
は
と
思

い
ま
す
。
稚
鮎
の
放
流
な
ど
で
冠
山

を
バ
ッ
ク
に
鮎
や
な
で
も
で
き
れ
ば

風
流
で
し
ょ
う
。

★
☆
★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
膠
な
し
☆
★
☆
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
団
の
頃
に
登
っ
た
思
い
出
の
尾
鈴
山

　
私
は
十
三
歳
（
中
学
二
年
）
か
ら

二
十
三
歳
ま
で
の
十
年
間
、
い
わ
ゆ

る
少
年
・
青
年
期
を
山
陰
又
江
野
で

過
ご
し
、
良
き
友
や
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
高
校
生
の
頃
夜
を
撤
し
て
ト
ラ
ン

プ
遊
び
に
興
じ
た
先
輩
や
同
年
の
友

が
今
中
学
校
長
や
教
育
事
務
所
長
と

し
て
延
岡
近
辺
に
住
ま
わ
れ
活
躍
さ

れ
て
い
る
の
は
心
強
い
。

　
青
年
団
で
尾
鈴
山
登
山
の
計
画
を

し
十
数
名
が
参
加
し
、
坪
谷
側
よ
り

登
っ
た
。
そ
し
て
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

咲
く
頂
上
付
近
に
到
着
し
や
っ
と
の

こ
と
で
テ
ン
ト
を
張
り
終
え
た
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
大
雨
と
な
り
、
そ
の
後

狭
い
テ
ン
ト
の
中
で
酒
盛
り
と
な
っ

た
。　

翌
日
川
南
町
向
け
て
の
帰
路
、
大

雨
で
増
水
し
た
谷
川
に
竹
下
先
生
（

教
育
委
発
会
）
が
足
を
滑
ら
せ
横
た

わ
っ
た
と
こ
ろ
を
助
け
に
入
っ
た
私

の
方
が
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
ま
ま

四
つ
ぼ
に
流
さ
れ
、
一
瞬
「
こ
の
世
も

こ
れ
ま
で
か
ノ
」
と
思
っ
た
も
の
で

す
が
、
な
ん
と
か
一
命
を
取
り
止
め
、

今
で
は
一
升
酒
を
飲
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
時
青
年
団
員
は
数
百
人
い
て
野

球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
運
動
会
等
地

区
（
十
↓
地
区
で
あ
っ
た
と
思
う
）

、
、
、

κ
　
　
　
『

対
抗
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三

十
年
頃
か
ら
団
員
の
減
少
が
始
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
ど
ん
な
活

動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

・
●
・
●
．
●
9
・
・

裏
庭
の
母
の
形
見
の
八
重
桜
母
の
笑

　
顔
が
椿
に
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

成
願
寺
に
夫
と
来
し
日
の
は
る
け
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ダ
　
　
ゴ
へ
　

　
て
独
り
詣
ず
る
晦
日
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

寒
空
に
乳
を
絶
た
れ
て
哺
く
仔
牛
か

　
す
れ
し
声
を
幾
夜
さ
も
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
と
ヒ
じ

日
溜
ま
り
に
羽
つ
く
ろ
い
す
る
鶴
鎗

　
を
縁
側
で
見
つ
独
り
居
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

霜
枯
れ
て
供
ふ
る
花
な
き
仏
壇
に
嫁

　
は
小
菊
の
束
を
買
い
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

一
年
が
走
馬
燈
の
よ
う
新
年
を
迎
え

　
て
ひ
び
く
除
夜
の
鐘
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

元
旦
の
凍
る
鎮
守
の
境
内
に
交
わ
す

　
言
の
葉
笑
み
て
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
滉

新
春
を
迎
え
て
あ
せ
る
原
稿
の
構
想

　
の
乱
れ
先
ず
は
直
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

皇
太
子
末
婚
に
お
は
す
壬
申
の
去
り

　
て
羽
ば
た
く
酉
年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

　
　
　
み
み
ヒ
た

今
日
一
日
塞
に
か
す
む
山
岳
暮
れ

　
ゆ
く
麓
ネ
オ
ン
色
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

手
を
取
り
て
参
ら
す
墓
に
経
文
を
唱

　
え
て
母
は
落
ち
着
き
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄
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層弓

@
　
　
ひ

　
　
　
》

　
　
’
O

蔓
、
．

．
。
勾

團園⑤
罐〃

’

☆★☆山陰保育園☆★☆

肇
◎
　
　
・

硲魑

尋嘲騨一驚麟

塾

磁

レ
題
「
三
人
遅
お
う
ち
」

　　　　　みさき
三瀬の直野美咲ちゃん（6歳）

（
ち
ぎ
り
絵
）

　父：直野夏美さん

　母：　　美智代さん
Oすきな遊びは？

　ママごと

O大きくなったら何になりたい

　ですか？

　保母さん

の　　　　　　　願悶圏■一圏口

　　　　　たかひろ
福瀬の矢野高大くん（6歳）ソ

　　父：矢野博さん

　　母：　　ユミさん
Oすきな遊びは？

　砂遊び

O大きくなったら何になりたい

　ですか？

　とこやさん

　
　
　
　
　
　
（
ち
ぎ
り
絵
）

＜
題
「
ぞ
う
さ
ん
」

6
．
D

⊃飲の視略画　　　いた今人
尺酒症力意をア飲運県年が昨
デ与二言聾儲砦酒暫寡璽禁壬 懇

・
匹

藍

鷲

　
　
昨
年
二
月
・
一
ヶ
月
間
で
九
七
四

　
人
が
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
一
月
二
日
川
南
町
で
発
生
し

　
た
県
内
初
の
交
通
死
亡
事
故
は
酒
酔

　
い
運
転
に
よ
る
も
の
で
す
．
、

　
　
飲
酒
運
転
は
な
ぜ
怖
い
か

　
　
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
大
脳
皮
質
の
理

　
性
を
は
じ
め
教
養
・
記
憶
・
知
覚
・

　
随
意
運
動
等
が
麻
痺
し
、
判
断
力
・

　
視
力
の
低
下
の
ほ
か
情
緒
不
安
定
等

　
の
症
状
が
お
き
ま
す
。

　
飲
酒
し
て
車
を
運
転
す
る
と

　
O
ス
ピ
ー
ド
感
覚
を
失
い
速
度
を
出

”　
　
し
て
し
ま
う

鱒”　
O
い
つ
も
よ
り
運
転
が
巧
く
な
っ
た

”
”
　
よ
う
に
錯
覚
し
て
し
ま
う

　
。
飛
び
出
し
が
避
け
き
れ
な
い

　
O
追
突
し
や
す
く
な
る

””　
O
対
向
車
の
ラ
イ
ト
に
眼
が
く
ら
む

””　
O
居
眠
り
運
転
や
注
意
力
低
下
に
よ

鱒”　

髦
e
見
運
転
等
引
越
す

”一　

竭
ﾎ
に
な
く
し
た
い
飲
酒
運
転

”　
　
日
本
酒
二
合
飲
め
ば
酒
に
強
い
人

”
，
で
も
血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
ゼ
ロ

”
”
に
な
る
の
に
七
時
間
か
か
り
ま
す
。

伸
道
路
交
通
法
で
は
少
し
の
量
で
あ
っ

φ　
て
も
酒
を
飲
ん
で
運
転
し
て
は
い
け

””
◎
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
．

一
幽

灘
鑛
藝

酒
を
口
に
し
た
ら
絶
対
運
転
し
な
い

こ
と
が
一
番
で
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
、
乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な

い
」
、
三
な
い
運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
飲
酒
の
場
所
に
は
車
で
行

か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
飲
酒
運
動
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

最
も
悪
質
で
モ
ラ
ル
の
低
い
運
転
と

言
え
ま
す
。

．
　
蹴
扱

．
饗
但
5

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
く
一
月
末
累
計
（
　
）
内
は
当
月
分
v

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

謝
㈲

3
0

2
0

3
0

2
0

5
0

14

i1）

47

i3）

255

i15）

件
数

　
）
7
0
　
〈

　
）
1
　
0
　
（

0
（
0
）

0
（
0
）

3
（
0
）

0
（
0
）

0
（
0
）

1
0

2
（
0
）

死
者

人
身
事
故姻

⑬

）
1
　
0
（

2
（
0
）

3
（
0
）

1
（
0
）

4
（
0
）

18

i1）

59

i3）

343

i19）

傷
者

2422

P69 （4） （3）

ω （3｝ （2） （7） （25）
工21

事物
ﾌ損

　
　
全
国
　
　
二
、
　
五
〇
人

死
者

　
　
県
内
　
　
　
　
一
四
人
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⑲
動
脈
硬
化
症

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院
院
長

内
科
宮
　
田
　
隆
　
光

賢コ

　
動
脈
は
心
臓
に
つ
な
が
る
大
動
脈

に
始
ま
り
、
次
第
に
枝
分
か
れ
し
て

細
い
動
脈
と
な
っ
て
全
身
に
分
布
し
、

心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
血
液
を
身

体
の
隅
々
ま
で
送
り
届
け
る
ハ
イ
ア

の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の

動
脈
に
硬
化
が
起
こ
る
と
動
脈
の
壁

が
厚
く
、
脆
く
な
っ
て
、
動
脈
の
内

腔
が
狭
く
な
り
血
液
が
流
れ
に
く
く

な
り
ま
す
、
そ
し
て
、
硬
化
が
進
む

と
つ
い
に
動
脈
が
つ
ま
っ
て
血
液
が

流
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
部

位
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
脳
の
動
脈
硬
化
が
か
な
り
進
行
す

る
と
、
め
ま
い
・
頭
痛
・
手
足
の
し

び
れ
な
ど
が
出
現
し
、
さ
ら
に
脳
の

血
管
が
つ
ま
っ
て
脳
梗
塞
が
起
き
ま

す
。

　
ま
た
、
心
臓
を
栄
養
す
る
冠
状
動

脈
に
硬
化
が
起
き
る
と
、
労
作
時
に

胸
が
苦
し
く
な
る
狭
心
症
の
症
状
を

自
覚
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
硬

化
が
進
ん
で
冠
状
動
脈
の
一
部
が
つ

ま
る
と
心
筋
梗
塞
を
発
病
し
ま
す
。

心
筋
梗
塞
は
致
命
率
の
高
い
疾
患
で
、

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
二
位
で
す
．
、

　
ま
た
、
手
足
の
動
脈
に
硬
化
が
起

き
る
と
、
手
足
の
冷
感
や
し
び
れ
感

や
柊
痛
が
出
現
し
、
休
み
休
み
で
な

い
と
長
く
歩
け
な
い
と
い
っ
た
症
状

が
現
れ
、
さ
ら
に
硬
化
が
進
み
動
脈

が
つ
ま
る
と
潰
瘍
や
壊
死
が
起
き
ま

す
。　

こ
の
よ
う
に
身
体
の
ど
の
部
分
に

動
脈
硬
化
が
生
じ
た
か
に
よ
っ
て
症

状
は
異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
症
状
の

軽
い
う
ち
に
医
師
の
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
．

　
動
脈
硬
化
症
は
老
化
現
象
の
一
つ

で
、
年
を
取
る
に
つ
れ
て
増
加
し
ま

鶴
難

　
　
「
・
を

議

懸襯化

〆、へ

．酔・

　　　　　　　　　〔　’9、

三無
ノつ。．

「
』
”
ー
ー
ー
㎝
圏
髄
一
”
脚
賢
鱈
ー
ー
ー
㎝
一
凶
一
国
一
”
凶
μ
閃
一
，
，
岡
図
門
一
闘
ー
ー
ー
”
圏
”
闘
一
門
一
鯛
鯛
闘
”
脚
瞬
”
國
瞬
脚
賢
h
繭
一
図
門
一
鯛
髄
齢
”
脚
”
髄
鱒
髄
h
一
】
門
欄
図
㎝
鯛
髄
”
鱒
賢
齢
貿
開
h
一
図
四
稠
図
髄
腿
髄
門
脚
髄
圓
一
図
門
一
髄
n
圏
帥
”
脚
貿
卸
睡
”
闘
一

鐸す
が
、
起
き
易
い
条
件
が
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
、
喫
煙
、
古
同
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
－

ル
血
症
の
三
つ
を
三
大
危
険
因
子
と

い
い
ま
す
．
、
ま
た
、
肥
満
、
糖
尿
病
、

高
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
（
中
性
脂
肪
）

血
症
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
家

族
歴
も
危
険
因
子
で
す
．
し
た
が
っ

て
、
定
期
的
に
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
な
ど
を
検
査
し
、
異
常
が
あ
れ

ば
医
師
を
受
診
し
て
、
食
事
療
法
や

内
服
治
療
で
そ
の
正
常
化
に
つ
と
め

ま
し
ょ
う
。

W国温温凶凶

｝
◎
　
　
　
　
p
、

｝
り

灘
今
回
は
、
老
年
期
の
お

蔀
唐
揚
讐
パ
世
に
生
を
受

薩　
　
　
　
け
、
平
均
八
十
年
間
の
生

　
　
　
　
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
健
康

｝
科

　
　
　
　
な
歯
が
全
部
残
っ
て
い
る

　
　
　
　
人
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と

歯　　
　
　
で
す
。
遅
か
れ
早
か
れ
何

…
　
・
か
の
理
曳
、
抜
か
れ
イ
、

　
　
　
　
し
ま
い
、
六
十
歳
代
で
す

捌W　
　
　
　
べ
て
の
歯
を
な
く
す
人
が

鑑
職
　
　
　
半
数
も
い
ま
す
。
大
昔
は
、

　
　
　
歯
を
な
く
す
こ
と
は
即
ち
死

　
　
　
を
意
味
し
ま
し
た
が
、
現
代

　
　
　
の
軟
ら
か
い
食
生
活
と
歯
科

　
　
　
医
学
の
発
達
は
、
こ
れ
を
長

　
　
　
寿
へ
と
導
い
て
い
ま
す
、
せ

　
　
　
つ
か
く
長
生
き
し
て
も
、
お

　
　
　
い
し
く
食
べ
る
楽
し
み
を
奪

わ
れ
て
し
ま
っ
て
は
楽
し
い
は
ず
の

人
生
も
台
な
し
で
す
。

　
人
間
の
身
体
の
中
で
硬
い
組
織
で
で

き
て
い
る
の
は
歯
と
爪
と
骨
で
す
が
、

歯
は
乳
歯
か
ら
永
久
歯
に
生
え
変
わ
り

ま
す
か
ら
、
誰
で
も
歯
が
抜
け
る
こ
と

に
あ
ま
り
抵
抗
が
な
く
、
つ
い
歯
の
大

切
さ
も
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
永
久
歯
の
か
わ
り
を
入
れ
歯
が
し

て
く
れ
る
と
思
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

入
れ
歯
は
、
健
康
な
歯
の
か
わ
り
を
す

る
大
切
な
も
の
で
す
が
、
決
し
て
自
分

の
歯
ほ
ど
の
働
き
は
期
待
で
き
ま
装
認

ご
存
知
の
よ
、
・
に
入
れ
歯
に
は
、
｝

総
入
れ
歯
と
何
本
か
の
歯
が
欠
け
て
皿

い
・
石
倉
入
れ
・
入
れ
歯
の
二
蕊

類
が
あ
・
ま
す
．
後
者
の
場
ム
。
の
よ

入
れ
を
す
る
時
に
入
れ
歯
を
清
潔
に
㌫

す
・
こ
・
は
勿
論
で
す
が
、
残
・
二

い
る
歯
の
清
掃
に
も
十
分
気
を
配
っ
嵩

て
ほ
し
い
も
の
で
す
特
に
入
れ
歯
凱

隣
合
っ
た
歯
は
、
他
の
歯
よ
・
も
む
血

歯
に
な
り
や
す
い
の
で
、
よ
り
一
層
丁
鑑

寧
な
手
入
れ
が
必
要
・
な
・
て
き
手
｝

呆
歯
科
医
師
ム
ム
で
は
、
歯
が
盗

事
、
食
べ
る
楽
し
み
い
つ
ま
で
も
L
置

・
い
う
標
語
を
掲
げ
、
八
＋
歳
で
三

十
本
の
歯
を
残
し
、
食
の
面
か
ら
の
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置

豊
か
な
老
後
を
お
過
ご
し
い
た
だ
こ
温

う
・
い
う
・
八
三
。
運
動
・
を
展
　

開
中
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

人
権
意
想
委
貝
②
紹
介

の浴
吻
～

橋ロ岩夫氏（62歳）

　
昨
年
十
二
月
で
任
期
満
了
に
よ
り

退
任
さ
れ
た
寺
迫
区
・
黒
木
利
松
さ

ん
の
後
任
と
し
て
寺
迫
区
・
橋
口
岩

夫
さ
ん
が
、
平
成
五
年
一
月
十
五
日

付
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
ま
た
、
鶴
野
内
濠
・
衛
藤
州
雄
さ

ん
も
同
日
付
で
再
任
さ
れ
、
任
期
中

の
越
表
区
・
海
野
俊
男
さ
ん
を
含
め

て
、
3
名
の
委
員
の
方
で
東
郷
町
内

の
人
権
擁
護
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14｝まで〉



平成5年3月号qO｝、
つ

こ“
・
つと報町

回
回

図
蹴
ノ
彫

凱
幾
重
瀬

消
防
団
員

　　

@　

蜿
W
！

　
東
郷
町
消
防
団
で
は
、
平
成
五
年

度
の
入
団
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
元
に
暮
ら
し
、
地
元
へ
の
郷
土
愛

を
抱
く
若
人
達
、
消
防
団
に
入
団
し

ま
せ
ん
か
／

　
た
だ
い
ま
、
地
域
の
消
防
団
貝
が

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

地
域
の
消
防
団
員
、
ま
た
は
役
場
総

務
課
ま
φ
」
。

奨
学
生
募
集
！

　
平
成
五
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
い

た
し
ま
す
．
．

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
き
続
き
丑
年
以
上
在

住
し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在

学
し
て
い
る
者
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら

学
校
に
進
学
す
る
者
。

▽
貸
与
申
込

　
願
書
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
し
込
む
人
は
願
書
に
履
歴
書
、

身
体
検
査
書
及
び
在
学
証
明
書
を
必

ず
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．
、

　
継
続
申
し
込
み
者
は
、
高
校
に
つ

い
て
は
願
書
に
成
績
証
明
書
、
大
学

は
願
書
に
単
位
修
得
証
明
書
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
、

▽
申
込
締
切
日

　
　
　
4
月
2
0
旦
火
）

▽
貸
与
決
定

　
五
月
上
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委
員
会

　
総
務
土
寄
⑲
・
2
8
0
7

代
替
保
田
募
集
，
・

　
産
休
や
病
休
の
場
合
に
臨
時
で
き

て
も
ら
う
代
替
保
母
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
．

保
母
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

臨
時
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
方
を

福
祉
生
活
課
で
募
集
し
て
い
ま
す
．

県
北
美
術
展
開
催

　
2
月
2
6
日
～
3
月
3
日

　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
県
門
地
区
の
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
美
術
活
動
を
し
て
お
ら
れ

る
方
の
作
品
を
集
め
て
展
示
す
る
移

動
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容

は
絵
画
、
書
、
写
真
、
彫
刻
、
手
芸

陶
＋
云
で
、
全
部
で
八
十
九
点
が
展
示

さ
れ
ま
す
．
．

　
本
町
か
ら
は
絵
画
三
点
・
書
二
点

写
真
二
点
の
計
七
点
が
出
品
さ
れ
ま

す
．

交
化
講
演
会
開
催

▽
日
時
　
3
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
2
時
～

▽
場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
　
礒
野
　
幸
先
生

　
　
　
．
兀
、
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ

　
　
　
講
座
講
師

　
　
　
現
、
福
岡
市
水
城
学
園
校
長

※
入
場
料
無
料

固
定
資
産
課
税

　
　
台
帳
の
縦
覧

　
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
．

　
固
定
資
産
税
は
、
「
．
現
況
」
で
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
の
う
え
確

認
し
て
く
だ
さ
い
、

　
縦
覧
期
間

　
　
3
月
1
日
～
3
月
9
9
｝
日
ま
で

　
縦
覧
場
所

　
　
役
場
税
務
課

　
※
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
本
人
に

　
限
り
ま
す
　
他
人
名
義
の
縦
覧
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す

乾
熱
姻
圏

▽
日
時

▽
場
所

役午3
場前月
二916
階時日
会1＿
議午火
室後）
　3
　時

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
3
月
1
6
日
（
火
）

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
随
時

申告・

納付期限は
麟
．所得税は3月15日まで

消費税は3月31日まて

ノ
毒

　　

@　

@　

@　

@
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
坪
谷
の
矢
野
知
さ
ん
か
ら

　
（
清
水
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
僑
口
勝
美
さ
ん
か
ら

　
（
ユ
キ
エ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
断
一
去
）

◎
仲
深
の
酒
井
き
よ
の
さ
ん
か
ら

　
（
勘
治
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

箸
急

◎
二
瀬
の
古
賀
友
信
さ
ん
か
ら

　
（
信
市
さ
ん
・
2
5
歳
ご
逝
去
）

◎
越
表
の
海
野
ト
キ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
時
光
さ
ん
・
6
9
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
小
野
田
の
田
中
勝
美
さ
ん
と
鶴
野

内
の
若
藤
寅
男
さ
ん
か
ら
快
気
祝
と

し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
一
、

二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
、
つ

山
田
理
泰

安1長

｡　野迪
蛯
P

赤
ち
ゃ
ん
の
名

強
一

光　幸

t1信

父
の
名

小
野
田

寺
迫

寺
1
迫

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

時
光

欝1

@勘
@治

草
藁
主

矢
野
清
水

氏
名

69

ﾎ

82

ﾎ

85

ﾎ

磐
戚 年

齢

越
表

中
墨
木
｛
　
　
、
噛
F

羽1坪5坂i谷

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑳2141（14）まで〉
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